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社会主義経済成長 モデルの特徴 について
(1)*

B.江AAAflHの モ デ ル に よせ て 一

望 月 喜 市

経済成長モデルの研究は,社 会主義世界でも当面の主要な研究領域であ り,多 くの研

究が発表されている。その諸々の研究成果を体系づけ,そ こか ら体制的特徴を資本主義

経済のそれ との比較において取出 して くること,そ うした研究方向の一環 として,こ こ

ではB.双a双a"Hの 成長モデルをとりあげ る。

彼のモデル分析の特長は,A.M.HOTKvaHら の先駆的業績と異な り,単 なる抽象模型

でな く,具 体的な経済制度 と統計数字に密着 し,現 実的な政策提案に迫ろ うとい う志向

が存在す ることであ る。また分析方法の中に限界値を導入 していることも一つの特徴で

ある。

[1コ ダ ダ ヤ ソ ・モ デ ル の 再 生 産 過 程

ダダヤソ ・モデルで示された再生産過程は第1表 で現わ される。

第1表 は,資 材 ・サービス,生 産物の流れ と,通 貨循環の双方を同一の表に組込んで

いる。前者は,プ ラス符号で表わ し,縦 列に対 しては投入,横 行に対 しては利用を示 し

ている。通貨要素はマイナス符号で,縦 列に対 しては受取 り,横 行に対 しては支払いを

示す。使用 された符号の経済的意味は次の通 り。

%:中 間財(労 働対象)

』:固 定生産 フォソ ドの減耗補填額

あ

」:同 じく,減 価償却 費

ホ 原 稿 受 領1970年5月19日

(1}こ の 小 論 で はB.AanaHHの 次 の 二 著 書 を対 象 と して い る 。

《OveoHoMugecKnePacgeTN虹oMo瓦enuPaclll皿peHHoroBocnpOmBBoncTBa》,M.1966.

《BonpOcHKo」lugecTBeHHoroAHannBasTeopvallgKoHoMHgeeKoaAnHaMuRva》,M,i.968.
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社会主義経済成長 モデルの特徴について(望 月)

Bv:住 民所得 か ら国家予算へ の控 除総額

K:生 産 的固定 フォ ン ドへ の投 入額

φ:非 生産的 固定 フォ ン ドへ の投資,在 庫,国 家予備 の増加

H=

1:輸 入,そ の うち 堀:中 間財(労 働対象)の 輸 入,1iC:

入,IH:消 費財 の輸入.1φ=非 生産的固定 フォ ン ド向け輸 入

E:輸 出

B:国 家財政 総額

P:社 会的総 生産物

さて,こ の表 の数字 は,

一63-一

消費 フォ ン ド,そ の うちHp:個 人的 消費 フォ ン ド,Hc:集 団的消費 フォ ン ド

投 資財(労 働用具)の 輸

ソ連邦で作成された1959年 の 産業連関表の実際の数字をも

とに,ダ ダヤンが集計加工 したものである。作表上の制約や簡単化のため,か な り大胆

な集計上の省略や統合,制 度上のmodificationが 行なわれてい る点は.十 分注意しな

ければな らない。 この表をもとに,さ らに若干の解釈を加えて,ス トーン流の社会会計

表に組みかえたものが,第2表 である。この二つの表に内在する表解釈上 のい くつかの

問題点はつ ぎのとお りである。

まず政府部門か ら始めよう。この表では政府はつ ぎのような経済活動を行な うものと

され,各 セクターの相互連関の中心的存在であ る。

(1)生 産的投資一 生産的固定フォン ド(投 資財)を 国内企業および外国か ら買い付

け,生 産規模の拡大や生産の集約化を行な う。 この財源は財政収入(企 業利潤か らの控

除 と住民税)に よる。実際の制度では,こ の役割は国営建設部門が引受け,建 設 された

新規工場は新任の企業長のもとに経済計算制原則(xo3pacqeT)で 運営 される。国か ら

使用権を譲渡 された期首資産は当該国有企業の定款 フォン ドとして登記 される。

{2)外 国貿易一 ダダヤンの表では,政 府が輸出品を企業か ら買いつけ.そ れを国外

へ販売(輸 出)す る,輸 入品を国外か ら買い付け(輸 入)そ れを国内企業や家計 ・政府

に販売す るとい う形をとっている。この仮定のもとで輸入消費財(玩)は,一 部分は住

民へ他の部分は集団的消費 フォン ド(政 府セ クター)へ 販売 される筈であるが,こ の分

離が第1表 では不可能であ る。そこで第2表 の社会会計表では,そ の全部が個人的消費

(家計セクター)に 販売 され るものと仮定 している。 なお,ダ ダヤンの表は外国 との取

・引(貿 易)が 捨象されている。そ こで,t第2表 では国外勘定を設け,国 内企業か ら買付

けた輸出用製品 ・資材については一括 してそのままの価額で国外に販売(輸 出)す る,
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第2表 社会会計方式に組直した勘定表

政 府 の 勘 定(g)

[生 産 勘 定] (ρ)

支 出 収 入

(9・P・1)集 団 的 消 費 フォ ン ドの 購 入

企 業 か ら(Hc)4,300(f.5)

(g.P・2)輸 出 品 の購 入

企 業 か ら(E)4,897(f.5)

(g・P・3)輸 入 品 の購 入

国 外 か ら(1)4,566(x2)鯛講 ト
ー
39,411

[所 得

・(9・P・5)輸 入 品 の売 上(1)

内訳 企 業 へ(㌔)

政 府 へ(Ik)

(1φ)

家 計 へ(玩)

(g・P・6)輸 出 品 の売 上

国外 へ(E)

(副 磯 サービスの}

統計上の不突合

4,566

2,103(ノ11)

876(g.c.1)

161(g.c.2)

1,428(h.1)

4,897(r.1)

29,946(9.i.1)

2

39,411

勘 定コ (の

支 出 収 入

(9'"1)謙 サ ー ビス の}29
,946(9・P・7)

(g・i・2)社 会 保 障 給 付 の支 払 い

(g・♪.4)と し て計 上 済 み

(分 離 不 可 能)

(9.i・3)パ ラ ソス項 目42,734(9.c.4)

72,680

[資 本

(8・i・4)騰除幡}
一 一)

(圃 翁熱 らの利}(m)64 ,332㈹

勘 定コ

72,680

(c)

支 出 収 入

(g・c・1)生 産 的 固 定 フ ォ ン ドの 購 入

企 業 か ら(K)12,824(f.5)

政 府 か ら(為)876(9・P・5)

(g・c・2)非 生 産 的 固 定 フ ォ ソ ドの購 入

企 業 か ら(φ')28,542(f.5)

政 府 か ら(ら)161(g.P.5)

(g・c・3)対 外 債 権 の 増 加

(貿 易 黒 字)(E-1)331(「 ・3)

42,734

(g・c.4)国 富 の増 加

/

図
/

/・

42,734(g.i.3)

42,734
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国 外 の 勘 定(r)

り

・支 出 収 入

(r・1)財 貨 ・サ ー ビス の購 入

政 府 か ら(E)4,897(g.P.6)

4,897

業

(r・2)財 貨 ・サ ー一一一ビ ス の 販 売

政 府 へ(1)4,566(g・P・3)

(r・3)対 外 債 務 の 増 加331(g・c・3)

企

4,897

勘 定(ノ)

支 出 収 入

(μ)

(f.2)

)

)

3

4
・

メ

f

(

(

原 材 料 の 購 入

企 業 か ら(の149,292(f.5)

政 府 か ら(㌔)2,103(g・P・5)

要 素 サ ー ビス の購 入

家 計 か ら(v)70,700(h,3)

減 価 償 却 引 当 て(A)9,100(f・6)

利 潤 か らの 控 除

政 府 へ(m)64,332(9・i・5)

295,527

(f・5)財 貨 ・サ ー ビス の販 売

企業へ(④ 149,292(ノ ニ1)

家 計 へ(Hp-1π)86,572(乃 ・1)

政府へ儒)

t
(φ')

(E)

4,300(g.p.1)

12,824(g.e.1)

28,542(8.c.2)

4,897(g.p.2)

(f・6)減 耗補填売上 額(A)9,100(f・3)

家 十昌■尚 勘

295,527

定(局

支 出 収 入

(h・1)財 貨の購 入

政 府か ら(IH)

企業か ら(Hp-TH)

(h'2)辮 講 壼}(B v)

1,428(g.P.5)

86,572(プ ニ5)

8,348(g.i.4)

96,348

(h.3)

(h.4)

要 素 サ ー ビス の販 売

企 業 へ(の70,700(f.2)

政 府 へ(w)25,648(9・P・4)

社 会 保 障 の 受 取 り

嚥 纏 上う
96,348

国外か ら買付けた輸入品については,同 じく国内向けに販売す るものと仮定 した。この

仮定により,貿 易黒字が若干計上され ることになった。

実際の外国貿易は,社 会主義諸国では国営の貿易公団の集中的取扱い制度である。

〈3)非 生産的投資と集団的消費(い わゆ る政府 ・公共セクター)一 この分野での政

府の活動は,資 本主義諸国の制度 と基本的には同一である。ただその比率が大変高い こ
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とにその特徴があ る。 この中には,軍 事,司 法,行 政,教 育,保 健,医 療,都 市整備,

道路,港 湾,鉄 道,交 通などなどが含 まれる。 この中の建築 ・土木関係工事はそれぞれ

ホズラスチ ョー ト制をとる国営機関で施行され る。

(4)国 家財政一 上記諸活動に必要な諸経費は,国 家の財政収入でまかなわれる。収

入源の最大 のものは,国 営企業のあげ る純所得であ り,納 入形態は,取 引税 とフォン ド

利用料(旧 制度では利潤控除,新 制度でも一部残存 してい る)で ある。 この外協同組合

経営であるコルホーズか らは,所 得税が納入 され る。住民個人には住民税が課 される。

企業セクターか らの国庫納入額については,第1表 ではその純利益 の全額が国庫に控除

され,企 業には全 く利益金が留保されない形になっているが.実 際には利益金の30%
(2)

位の割合で(ソ 連邦の場合)利 益の企業内留保が認め られ,そ れが従業員に対する追加

支払(プ レミアム麦払),企 業厚生 ・福祉施設の改善 ・拡大,機 械 ・設備の更新 ・拡大

投資に充当され る。

財政支払は,上 記の政府諸活動に必要な経費をまかな うために行なわれ る。ダダヤン

の表では,非 生産セクター従員業(国 営 セクター)の 労働サー ビスの購入(賃 金 ω)と,

純粋の政府移転支出項 目(年 金,扶 助料,奨 学金など)と が分離されていない。したが

って社会会計表でもそのような扱いにな っている。

つ ぎに企業勘定であるが,こ の表では先にのべたように,純 利益の全部を政府に納入

す ることが仮定 されてお り,企 業内での資産の増大はない ことにな っているが,実 際に

は,そ んな ことはない。また企業間取引き全体 として,当 年度の減価償却積立金と,滅

耗補填売上額 とが均衡するようにな ってい る。

家計勘定では,財 貨の購入先は 輸入品を政府か ら,国 内製品を 企業か らとなってお

り,所 得の源泉は,国 営企業か ら(")と,政 府機関か ら(ω)と な っている。総所得の

うち,1割 弱が政府に所得控除 されるようにダダヤンの数字例では想定 してい る。

これで以下の分析に必要な限 りでの経済循環の全体像の提示を終 り,つ ぎにダダヤン

の成長モデルを考察 しよう。

[IIコ ダダヤ ソの動 態 モデルの再構成

ダダヤンの成長モデルも,一 般 のそれ と同 じく,総 生産高(P),国 民純生産(国 民

所得,y)投 資 と消費(KとH)な どを 一定比率係数で結合 し,投 資比率を政策変数

(2)《HaPOAHoeXOBfinCTeoCCCP》,tg68,e叩.744.を 参 照 。
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として計画期間の 消費財の 総生産高 ΣH,(T:計 画期間)を 最大にす るにはどんな投
t=1

資政策 を とれば よいか とい った タイ プの成長 モ デルであ る。

第1図 を説明 し,そ れ に従 ってい くつ かの再生産成長式 を導 出 し,か つ このモデルの
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特 徴を考 察 しよ う。

み られ るとお り,こ の図は再生産上 の機能に よ り三 つの ブ ロックに分け ることがで き

る。 この図の ス ター トは 第1ブ ロックのPtか ら始 まる。Ptに α"1を 乗ず ることに よ

り,社 会的 総生産物 の うち 統計 的にK+Hつ ま り投 資 と消費の 合計 額を捕 え る ことが

で きる。Ptか ら上方 にでてい る回路は,投 資財 の輸 入を示 し,こ れを国 内生産高に比

K
例 させ てい る。Ytはr比 率に よってKtとUtと に分 かれ る。r比 率は,r=万 を意

味 し,蓄 積率 の一種 で,ダ ダ ヤ ン ・モデルでは 政策 パ ラメー ター と して 重要 な役 割を

dK
果す。 このrは,ダ ダヤ ンの66年 の著 作 では 限界蓄 積率7=瓦 万・と 同値 であ るが68

年のそれでは,平 均値 ㈲ と限界値(dKdH)aま 等 しくな く,・ に代わ って 多 一

∠歪4H非1一 で定義 されたNも しくex・(一 齢 力糊 されている.rLヒ 率

で濾 過 され た 坊 はその年度 の消費財(賃 金財)の 供給 高を意味 し,右 か ら流入 して く

る ∠H`と 合 流 して翌年度 の消費財 供給高(Ht+1)を 示す 。一方 の 瓦(=dφt)は,引 続

き再生産過程 内に と どま り従来 か らの 生産的 固定 フォ ン ド(φ`)と 結合 して次期 の生産

的 固定 フォ ソ ド(SZst+1=φ`+Kt(=dφ,)-A,:但 し,Atは 今期 の減耗 高)を 形成 す る。

た だ しこの回路 は,ダ ダヤ ソの著作には 普通いつ も登場 していないが,こ れ を追加 す る

ことは再生産 モデル と してはかな り重要 な ことであ ると考え る。 これで第1ブ ロックの

説明を終 る。 この ブ ロックの特徴は,吻,鉱}㌔,瓦,瓦 な どの総 額を構造 パ ラメー タ

■・一一(α)と 政策 パラ メー ター(V) ,技 術 パ ラメー ター(b)な どで結合 した ことで,そ の

意 味では平均 値分析 であ り,ま た 瓦 が φ`に 対 しフ ィー ド・パ ック回路 を形成 してい

る ことで あ る。

第2ブ ロックは,限 界分 析であ って,そ の他は第1ブ ロックと殆 ん ど同 じであ る。第

3ブ ロックは,消 費財に 関す る需 給 バ ラ ンスの条件 を示 してい る。

この総合 回路 図か ら総 生産P,投 資額K,消 費財(賃 金財)Hの 生産額 の成長を示

す式 を容易 に求 め る ことが で きる(第2図 を参 照)。

つ ま り

Pt-P・(・+R・)t-P・(1+
偽誼+r、))t

Kt=Po(1十Ri)tbiR1=PobiRi(1十Rl)t=Ko(1十R2)t

H・ ・P・(1+Rl)<fi;(7
,kt1>)一(α1(癖1))(1+Rl)・
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一 般に上記 の よ うな複利的成 長の場合,つ ま りAt=A。(1+のtの とき,彦 期 間の元利

合計 の支払 回数 を無 限大にす ることに よって連 続関数に なおす と
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琉 一無 為(θ1十一)tn一 継{(1+号)}}e"・ ・Aeegt

と な る か ら,上 式 は そ れ ぞ れ

P・PoeRtt

K=PobiRieRit

PoH
=6Rlt

α、(r、+1)

の よ うに,連 続 関数 になおす ことがで き る。 各要 素 と も 固定 係数 で 線 型結合 であ るか

ら,同 一 の成長率 を もつ ことがわか る。

[III]若 干 の 問 題

ア

1.目 的関数 ΣH,を 最大にする蓄積政策はどのようになるか。
t==0

この問題について,ダ ダヤンは計画期間の長さに照応 した可変的蓄積政策をつ ぎのよ

うに解 く。

dH・ ・dYe-dK・-s'-dK・

bH、-dy,-dK,..4・-AK,.._K・+4角 一 」Kl

β β
Ko+dKo+dKidH

2=dY2-dK2=-dK2 β

Ko十dKo十 … 十dKc-i
4H`=4Yめ 一 」Kド ー9Ktβ

Ho=Ho

Ht=Ho十dHo

H2=Ho+dHo+∠Hl

Ht=Ho十dHo十dH1十 … 十dHt,1

グ
ΣHF('+1)Ho+彦dHo+(彦 一1)・tH,+…+{t-('-1)}dH,`-1
t=o

-(t+1)畷 」多 一4瑞)+(・-1)(勢+」 炉 一・瓦)+…

…+{t+1)}(孚+4:Kii{lio+…+4㌻ 一L・ 瓦)
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上式のうち

瓦 の項は

'孚+(t-1)孚+…+勢 一孚(t+(t-1)+…+1)一!('ま1)夢

dKoの 項は

一tdK・+(t-1)孚+…+(・ 一り誓+…+4炉 一 」炉 〔(≒1)L・ β〕

一 般 項dKrの 項 は

AKrAKr
-(t-r)dKr十(t-r-1)

β+'"+『 β

一 ∠俘{(t--r_1
2)(N')-P(・ ・一一r)}

一誓 与 竺{'一一r・-1-2β}

AKrの 項が プラスにな るか否 かはt-r-1-2β>0で あ るか ど うかで きまる。

ゆえにt-1-2β>rで あ るdKrの 係数は プラス,そ れ以上 の ∠Krは 零 も し くはv

イナ ス。 したが ってい ま計画期間 がT=15年,β ・=2と す ると,r<11年 とな り,10年

dK
=Nを 最大値 に もってい くこと,そ れ以 降はNを 最小 値に もってい くこ目まではAY

(3)
とが ΣH`→maxに 対 して最 も合理 的な投 資政策 であ る といえ る。

この解 の内容的 特徴は,蓄 積政策 を計画期 間内で極端 に変更す ることであ り,そ のた

めに成 長率が定常 的でな く波 を うつ ことであ る。 また解法 の形 式的特徴は,定 差法 に よ

る期 間分析を利用 してお り,四 則演算の範 囲内で解を求め てい る ことであ る。

従来 の ソ連邦 の 成 長理 論は(た とえば ノー トキ ソな ど)第1図 でい うとP→K・ →dP

の関 係でのみそれ を扱 ってお り,K→dP→dY→dKの 回路を欠 いていたため に,上 記 の

よ うな限界分 析が 不可能 であ り,し たが って ΣH,→maxを みたす 投資政策 を論ず る

こ とが困難 であ った 。 ダダヤ ン ・モデルの メ リッ トの一つ は この点 にあ る。

試みに従来 の ようにP(も し くはH)の 成長率 だけを論ず るな らば,K→dKの 回路

をつけ て もつ けな くて も結果 は同一にな ることが確め られ るのであ る。

なお,期 間 分析か ら 連続分 析に切換 えて 同 じことを 論ず る場合に は つ ぎの よ うに な

(3)こ の 数 字 例 に つ い て は.次 の 二 論 文 を み ら れ た い 。

B.AaneslH,nPUHqHnHHKpnTePllEOUTnMa;15HO】ronnaHllPOBaHHfi,《naaHOBceXOBHnCToo》,♪6・12・

ig65.CTP.69.

望月喜市,「 計画経済の理論的諸問題」,『ソ連経済論 ・理論篇』内海義夫編 著,日 本評 論社,

41ペ ージ。
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る 。

=0を みたすNを 求め る。4N

この計算では計 醐 彫 の間を通じて∫卸 を最大ならしめる平均的旛 解

Nが 求め られ るのであ って,先 の よ うな期 間 の途中 でNを 切換え るとい った ことを論

ず ることは で きない。

2.Harr。d-Domar流 の均衡成長概 念は適 用可 能か。

第1図 のKt→dKt回 路(第2ブ ロック)を み るとつ ぎの関係が成立 してい る。

κ ε

(1)

a(∫卸4・)

AYt=一

β

∠K,=・NAYt (2)

数式 か らみ る限 り(1)式 の β は加速度 係数 であ り,(2)式 のNは ケイ ソズ乗 数の逆数

であ る。 この式か らKの 成長率(dK/K)を 計算すれば

AKN
(3)Kβ

とな り,Domarの 投資の均衡成長率の式 と全 く同じものになる。しか しこの式は,完

全操業の条件のもとで投資生産性係数 と蓄積率(N)を 与えた場合,投 資の成長率が決

定 されるとい う,い わば恒等式であ って,実 際 の投資成長率 と均衡成長率の乖離現象は

この限 りではおきない と考えるべきである。つ まりケイ ンズの世界で仮定 されている,

需要先導型の経済一 有効需要の伸びの枠内に生産高がおさえ られ る一 ではな く,社

会主義ではむ しろ供給先導型経済であって,実 物面での投資財の投入行為(dY・1>=dK)

に先導されて,貨 幣面の有効需要が規制 され るタイプの経済である。

労働生産性の伸び率 と労働力人 口の増加率によって決定 される自然成長率は,上 記の

投資成長率に対 し,天 井を構成 している。 しか しこの関係は逆に もな るのであ って,前

者に対 して,後 者が天井に もな りうる。つま り前者は労働生産性の側面か ら,後 者は フ

ォンド生産性の面か ら,実 物面の経済成長を規制する天井を互いにつ くってお り,こ の

限度内で現実成長率が実現されてい く。 この点に関 し,ダ ダヤンの68年 論文には若干

の誤解と混乱があるように私には思われ る。

3.需 要面か らの成長政策への影響はどのようにとらえられているか。

ダダヤン ・モデルの中に需要分析は どのように織 り込 まれているのだろ うか。従来の

成長理論が専 ら供給面か らの分析であったのに比較 し,ダ ダヤンのモデルでは,成 長政
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策を規制す る形で消費財(賃 金財)へ の需要が体系内に入 りこんでいる。 これは第1図

の第3ブ ロックで与えられてい る。

%κ
賃金財の供給増加高(dMはAH=」 一 で与え られ濡 要増加高(dC)は 洞 じく

dC=vgKで 示 され る。gは 限界 もし くは平均 のフォ ン ド装 備率で あ りKだ け の新 規投

資に対 し,gK=dLだ け新規 労働 力が追加 され る。 これに平均 賃金率Vを かけ て,賃

金 の増加額 を求め てい る。非生産 セ クターで の従業 員 と賃金率は不 変 と仮定 され てい る

ので,限 界値にそれ(の は関 係 して こな い。初期値 の需給 の均 等y。+w。=H。 が 仮定

され ると,AC=AH'が,需 給 の均衡条 件にな る。

したが って

　 れ
vgK="b'κ

vgβ=n〈3)
dH

(3)の 均衡条件は いろい ろに政策上 の ヒン トを与 え る。左 辺か ら規定 され るnはAY

であ り1-Nで あ るか ら,こ れか ら でて くる 均 衡値n=1-Nと,先 の ΣH`→max

か らで て くるNの 最 高値 とが 一一致 しない場合,均 衡値が優先 し,こ の範囲 内でNの

値(蓄 積政策)が 決定 され る ことにな る。 しか し,成 長政策 が優 先課題であれば,"の

引下げ(賃 金切下げ)や9の 引下 げ(技 術進 歩)な どに よ りnを 小 さ くしてそ の分 を

Nの 増 加にふ りむけ ること もあ りえ よ う。 この世 界では,経 済全体の 需 給均衡が投 資

財 の需給一致(1=・Sで はな く.賃 金財 の需 給一・致 で保証 され る。

そ の他,第1図 を用 いて,も っと検 討すべ き多 くの問題が あ る。問題 の一層 の展 開に

つ い ては,次 回にゆず る こととす る。




